
塩尻市教育委員会

確かな暮らし 未来につなぐ田園都市 

平成２８（２０１６）年４月１日付けで塩尻市内全小・中学校に学校運

営協議会が設置され、学校支援ボランティアで組織する地域教育協議会と

ともにコミュニティ・スクールとしての活動がスタートし、本年度で２年

目が経過しました。 

本年度は、年度当初、地域（小学校区及び中学校区）ごとで「地域と学

校とで育てたい子どもの姿」を明確にし、メンバー内で共有した上で、更

にステップ・アップした活動を展開しています。 

各校の特色ある本年度実践事例がこの冊子にまとめられています。コミュ

ニティ・スクールを更に熟成させるための参考とし、来年度の活動の糧と

して活用していただければ幸いです。

協 働 熟 議 ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
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コミュニティ・スクールを通して「社会に開かれた教育課程」の実現を

平成２８年４月に市内全ての学校でスタートしたコミュニティ・スクー

ルの取組みが、二年目のまとめの時期を迎えました。

これまでのコミュニティ・スクールの取組みを通して、塩尻市教育振興

基本計画に「育てたい人間像」として定めた、「『社会を生き抜く力』を備

えたひと」、「郷土を知り、誇りと愛着をもったひと」の育成に、一歩ずつ

近づくことのできる実践が進みつつあるのではないかと思います。 

 さて、この一年間の各校の具体的な活動を見ると、地域と学校とが協働

して育てていきたい子どもたちの姿を明確にし、共有したこと、また、各

校・各地域の特色を生かした中核的な取組みを創造してきていることや、

学校のねがいを受け止めた機動的な活動が生まれてきていること、さらに

は、子どもたちによる主体的な地域への貢献活動が芽生えてきたことなど

が共通しています。 

こうした活動が進められてきた背景には、学校運営協議会、地域教育協

議会の会長さんを始め、各委員の皆様や学校支援コーディネーターの皆さ

んの、当事者意識の高まりに支えられた献身的な関わりがあったからであ

ることはいうまでもありません。また、各校教職員が、コミュニティ・ス

クールの仕組みや役割を理解し、地域の方々と協働して学校運営や教育活

動を進め、少しずつ成果に結びつけることにより、意識改革を進めてきて

いることも支えとなっています。

 この「塩尻市コミュニティ・スクール２０１７年度実践集」は、二年目

に当たる今年度の各校・各中学校区における特色ある実践を集めたもので

す。一年目の試行錯誤を重ねてきた実践から一歩前進し、地域とともにあ

る学校づくりへの確かな足取りや、次年度以降への広がりや深まりに大き

な期待を抱かせる実践が多く見出されます。それぞれの具体的な取組みを

知り、今後のコミュニティ・スクールの発展に活用していただければ幸い

です。 

 新学習指導要領では、学校教育の目指すところを社会と共有し、連携し

ながら「社会に開かれた教育課程」を実現させることが求められます。コ

ミュニティ・スクールの活動により、学校・家庭・地域が連携し、一体と

なって子どもたちを育てていく教育体制の整備を推進していくことが、地

域の全ての人をつなぎ、そして、全ての人を深い学びに誘い、人として成

長させていくことを信じ、これからも多くの人の協働の力で、息の長い活

動を進めてまいりましょう。

  塩尻市教育長 山田 富康 
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■地域と学校とで協働して育てたい子どもの姿

＊平成２９年度第１回学校運営協議会のグループ・ワークのまとめ 

〈塩尻東小〉 

●自他を大切にでき、思いやり溢れる子ども

〈自尊感情と愛他心の育成〉

●心身ともに健康で、元気で意欲的な子ども

〈前向きな生き方・人間関係構築力の育成〉

●主体的に学び、チャレンジする子ども

〈課題発見力・解決力や行動する力の育成〉

〈塩尻西小〉 

●自他を大切にでき、思いやり溢れる子ども

〈自尊感情と愛他心の育成〉

●他とのつながりを大切にしながら自分を的確・適切に表現

できる子ども〈人間関係構築力の育成・人権感覚の育成〉

●あきらめず、前向きに生きられる子ども

〈成功体験・チャレンジ精神の育成〉

〈塩尻中〉 

●心身ともに健やかでたくましい子ども

〈自尊感情の育成、タフに生き抜く力、社会力・

人間力の育成〉 

●夢を持ち、夢の実現に向け努力する子ども

〈自ら学ぶ力・学び続ける力の育成、キャリア教育推進〉

●人とのつながりを大切にし、様々な人と協働して活動ができる子ども

〈チームワーク、協調性、協働性、社会力の育成〉

●自ら考え、適切に判断し、行動できる・語れる子ども

〈課題発見力、課題解決力、創造力、コミュニケーション力、プレゼンテーション力、

自主性、自立心・自律心の育成〉 

＊平成２９年度第２回学校運営協議会〈中学校区内合同学校運営協議会〉のグループ・ワークのまとめ 

【塩尻中学校区において小中一貫した９年間で育てたい子どもの姿〈３本柱〉】 

■多様な人と協働しながら主体的に活動できる子どもの育成

■心身ともに健やかで、自己実現に向け学び続ける子どもの育成

■ふるさと（地域）の過去と現在を学び、知り、誇りと愛着をもち、地域の未来を拓き・語れ

る子どもの育成

塩尻中学校区〈塩尻中・塩尻東小・塩尻西小〉 
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★塩尻中学校区において小中一貫した９年間で育てたい子どもの姿〈五・七・五〉

～塩尻市コミュニティ・スクール連絡協議会〈第１回〉第１分科会ＧＷ（グループワーク）の作品から～

○ 大門区  子とともに育て  商店街 

○ とりもどす  にぎわいのある  商店街 

○ 待ってろよ  夢は区長か  氏子総代 

○ ほたるすむ  地域をきれいに  クリーン活動

○ 笛太鼓  伝統つなぐ  子どもたち 

○ 夏祭り  少年少女ら  踊るまち 

○ ワイン飲む  大人になったら  たしなむぞ 

○ 塩尻の  子ども見守り育てる  大人たち 

○ 塩尻の  地域に奉仕する  子どもたち 

○ えんぱーく  夢が広がる  未来っ子 

○ いてうや（いちょうや）の  伝統学ぶ  子どもたち 

○ いてうや（いちょうや）の  堤は吉宗の施策と同じと 伝える生徒 

○ くらんぽん クラムボンから  名がついた 

○ 塩尻市  一面残る算額を  発見したのは塩中生 

－ 3 －



１ 学校運営協議会の取組み 
（１）第１回学校運営協議会 Ｈ29.4.17

①新会長・委員への任命書の授与

②平成 29 年度学校運営方針について説明

③コミュニティ・スクールで目指す子どもたちの姿

（グループワークで熟議→全体で熟議） 

（２）第２回学校運営協議会 中学校区 3 校合同 Ｈ29.7.25

①各学校の運営状況について説明

②塩尻中学校区において、小・中一貫して地域と学校で育てたい子どもの姿

（グループワークで熟議→全体で熟議） 

（３）第３回学校運営協議会 Ｈ29.12.21

①平成 29 年度学校運営の成果と課題について説明

ア）児童アンケートの結果から授業改善が進んでいることとそれに伴い子どもたちの学習意

欲が高まっていること、さらに全国学力学習状況調査にも反映されていることが成果と

して挙げられる。

イ）様々な活動に意欲的に取り組める子どもたちだけれど、全国学力学習状況調査の児童質

問紙の結果を見ると、自己有用感が低いことと夢を抱けていない子どもが多いことが課

題として挙げられる。

②「自己有用感を高め、夢に向かって生きる子どもたちを育成するためにはどうすればよいか」 

（グループワークで熟議→全体で熟議） 

ア）子どもたちが頑張っていることを周りの大人が言葉にして評価したり、子どもたち同士

が互いに評価しあえる場をつくったりしていくことを大切にしたい。

イ）地区の行事では、優しさ、気配り、コミュニケーション力などの面で認めることができ

る。地区行事への参加を促し、地区の中でも子どもたちを認めていきたい。

（４）第４回学校運営協議会 Ｈ30.2.22（熟議題の予定）

①平成 30 年度のグランドデザインについて「自己有用感を高め、夢に向かって生きる子ども

たちの育成」の視点から小グループで熟議する。

地域に学び、地域を理解し、地域のために生きる塩尻人を目指して 

< 塩尻市立塩尻東小学校 コミュニティ・スクール > 

○学校運営協議会の成果

・学校と地域をつなぐパイプ役となり、新た

な活動を提案していただけた。日常的に活

動を広げていくための簡単な打ち合わせを

日常的に行っていきたい。

▲学校運営協議会の課題

・熟議の中で目指す子どもの姿は明らかにな

ったが、今後はその姿を実現するために有

効な活動を検討、精選し、組織的計画的に

進めていく必要がある。

ふるさとに誇りと愛着を抱いて育った子どもたちが大人に

なり、今度は自分たちが地域の子どもたちにふるさとのすば

らしさを守り伝えていく。 

そんな世代の繋がりが地域の中で自然に受け継がれるよう

になればいいなと思います。 

学校運営協議会長 嶋﨑 豊 さん 

第 1 回学校運営協議会 
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2 地域教育協議会の取組み〈学校支援活動・地域貢献活動〉 

（1）第１回地域教育協議会 Ｈ29.5.11

① 学校支援ボランティア紹介式

② 地域教育協議会総会

ア）昨年度の活動報告

イ）各支援部で本年度行えそうなこと

a）地域学習の充実（クラブ活動・東っ子かるた）

b）学習支援の充実（放課後学習・学習支援） 

（２）本年度の主だった活動

  地域に残そう！広げよう！東っ子かるた 

平成 27 年度、全校の子どもたちが協力して、塩尻東地区の自然、文化、伝統、歴史に関す

ることを題材にかるたを作りました。平成 28 年度には、その中から特に地域にゆかりのある

12 枚を立て札にして関係各所に立てていただきました。除幕式には本校の児童も参加させて

いただきました。本年度は、さらに各クラス１枚を選び、順次立て札にしていただくことにな

っています。また、東地区の夏祭り「ほたると音楽のゆうべ」では、東っ子かるたを展示した

り、子どもたちが東っ子かるたを発表したりして、広く地域の方にも知っていただくことがで

きました。おかげで、「地区行事でも東っ子かるたをやってみたい」という声が上がり、実際

に楽しんでいただくことができました。また、「東っ子かるたがほしいけれど、どのようにし

たら手に入りますか？」と問い合わせをいただいたりしました。 

東っ子かるたを中心に地域と学校、子どもと地域の方の間に新たなつながりが生まれている

ように感じられます。これからも地域の宝物として残していきたい東っ子かるたです。 

▲地域教育協議会の課題

・地域への所属感を高め、地域のために生き

る意識をもつためにも子どもたちが地域に

貢献する活動を増やし、継続可能なものと

して確立していく必要がある。

○地域教育協議会の成果

・放課後学習や地域に学ぶクラブ活動を通し

て地域の方から多くのことを学ばせていた

だき、地域の人、歴史や文化、伝統などの

よさを再発見することができた。

地域ボランティア募集に先生が大変ご苦労されています。し

かし、支援活動ではアドレナリンが脳内を駆け巡る方が多いの

が実情です。子どもたちと一緒に学び、楽しみながら共に成長

していきたいと思います。仲間大募集中です！ 

地域教育協議会長 足助 照夫 さん 

除幕式 ほたると音楽のゆうべ 地区行事でかるたとり 

地域教育協議会 
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１ 学校運営協議会の取組み 

第１回  ４月１８日（火） 第２回 ７月２５日（火） 

第３回 １２月２２日（金） 

熟議題 「本年度の学校経営・運営の振り返り」 

・「安心安全な学校」「楽しい学校」「特色ある学校」「職員が元気な学校」 

を目指す学校運営の取り組みは良い。不登校児童の減少からもうかがえる。 

・地域との連携、特にサマースクール･大門商店街との交流を高く評価したい。

・職員の超過勤務、過重負担が課題である。

第４回  ２月２８日（水） 予定熟議題「平成３０年度の学校経営と学校運営について」 

 

 

２ 地域教育協議会の取組み 

第１回 ４月２７日（木） 

第２回 ２月２２日（木）予定熟議題「平成２９年度の活動の反省と３０年度の支援活動について」 

 ○

夏休みには、本校出身の市役所職員と協働し、社会人講師・大学生・大学院生・東京都市大学塩

尻高等学校の生徒の皆さんにお越しいただき、５日間の「西の子サマースクール」を開催した。 

○ ○

夏休みの学習講座 理科の一研究講座 算数の謎解き講座 塩尻の未来を考える講座 

学校運営協議会・地域教育協議会 

会長    甕 剛さん 

子どもの成長のために、学校と

地域の連携を深めていきたい。 

○（成果） 常に学校に寄り添い、支援していただいた。特に地域との交流を深める中枢となり、学校運

営に大きく寄与していただいた。 

▲（課題） 学校運営協議会の委員を選出するにあたり、継続的・計画的に行っていかねばならない。

・H28塩尻西小学校コミュニティ・スクールの活動報告とH29の基本

方針を学校長より説明。

・各支援部に分かれて支援活動について検討

学習支援部 

【とっておきの話】 

「人が優しい塩尻が

好き。」「イベントにな

るとみんなが元気に

なる。」「ずっと今の塩

尻がいい。」自分の故

郷塩尻への誇りや愛

着をサマースクール

を通してさらに深め

た子どもたちでした。 
昔遊びクラブ 茶道クラブ 
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昨年度より、学区の大門商店街とのつながりを深めようと活動を

続けています。４月には、昨年度の活動を基に、子どもたちの絵が

デザインされた懸垂旗が完成し商店街を飾りました。４年生は「今

年は、掃除をした空き家で大門の人たちと交流をしたい」という願

いを持ち、大門の方たちとの交流会を行いました。６年生は、大門

プロジェクトの一環として、空き家に地域の方を招き、クリスマス

イベントをにぎやかに行いました。

４年生は自分たちで栽培したカボ

チャをジャコランタンにして大門

商店街へ。

６年生は「ハロウイン㏌しおじ

り」を盛り上げようと、ボランテ

ィアとして参加。 

空き家掃除も２年目に。 

キャリア教育支援部

▲残った課題

・今年度行った活動を単年で終わらせずに、どう継続していくか、方策を考えていくことが必要である。

子どもたちの地域貢献 

【とっておきの話】 交流会には３０名以上の地域の方が来てくださいました。昔の大門商店街のころ

を思い出し、「懐かしかったよ。こんなすばらしい機会を作ってくれて本当にありがとう。」と涙ぐみな

がら帰って行かれる地域の方を見て、子どもたちは「こんなに喜んでくれるなら、絶対にまたやろう！」

と、地域の方とのふれあいによって、次の活動への期待が大きく膨らみました。 

○今年度の成果

・子どもたちが意欲的に取り組める活動となった。また、昨年度よりも多岐にわたった活動を実施すること

ができ、地域の大人だけでなく高校生にもかかわってもらうことができた。地域の方が全面的にバックア

ップしてくださったことが豊かな学びにつながった。
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１ 学校運営協議会の取組み 

第１回  ４月２６日（水）、第２回 ７月２５日（火） ２・３ページ参照 

第３回 １２月２５日（月）  

熟議題「本年度の学校経営・運営を振り返り、成果と課題を確認・理解し、 

来年度も視野に入れたこれからの学校経営と学校運営を考えよう。」 

・全国学調、学校評価アンケートの結果や生徒の様子を校長より説明

・３グループに分かれて生徒の地域活動への参加について検討。

・全体会 各グループからの発表と意見交換

  生徒は地域の一員として、どのようなかかわりができるか。 

  地域ふれあい学習で、地域の財産を探す講座を設定し、生徒自ら地元の宝を知る機会をつくる。 

  新しい企画を考えるのではなく、今ある活動に生徒をかかわらせる。（地区生徒会と連携する） 

第４回  ３月 ８日（木）熟議題「平成３０年度の学校経営と学校運営について」（予定） 

  

２ 地域教育協議会の取組み 

第１回  ５月２２日（月） 

第２回 ２月 ８日（木）予定熟議題「平成２９年度活動の反省と平成３０年度支援活動について」 

放課後自主学習会・夏休みの自主学習や技術科の木工製作でボランティアの方からご指導を受けています。 

【地域ふれあい学習  １７の講座で地域から募った講師の方にご指導いただきました。】 

阿禮太鼓講座 しめ縄づくり講座 書道講座 生け花講座 

・平成２８年度の塩尻中学校コミュニティ・スクールの活動と平成２９年度の基本方針を校長より説明。 

・各支援部に分かれて支援活動について検討。

・全体会 各支援部からの発表と意見交換

地域は、生徒は、先生は、保護者は何ができるかを考えていきたい。 

【学習支援部】 放課後学習ではもっと効果的な指導があり得るように感じる。 

 授業支援は、単元により必要な支援があり得ると思う。 

【スポーツ文化活動支援部】救急処置の講習会を聞きたい。 

学習支援部 

【成果と課題】 

◯「地域と学校で協働して育てたい子どもの姿」を語り合い、「小中一貫した９年間で育てたい子ど

もの姿」を学校・保護者・地域が共有し、必要感をもって活動することを継続させていきたい。

▲塩尻中学校区でふるさと（地域）の過去と現在を学び、知り、誇りと愛着をもって地域の未来を拓

き、語れる子どもの育成をするための地域の学習を学校でどのように進めていくのか。

▲育てたい子どもの姿に迫るためには，家庭の教育力が大切であるということを、どのように保護者

の皆さんに自覚していただくか。（ＰＴＡ活動や参観日等への参加等）
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読書旬間中に全学級で実施しました。                ２年生が職場体験をしました。 

 

                    参観日等の職員駐車場を整備していただきました。 

 

 

 

 今年度は、「女子ソフトテニス部」「女子バスケットボール部」「サッカー

部」「野球部」「剣道部」「卓球部」「男子バレーボール部」の７つの部で外

部指導者として部活動の指導に加わっていただいています。 

【中体連夏季大会】 

野球部          中信大会優勝 県大会３位 北信越大会出場 

女子バレーボール部    中信大会優勝 県大会出場 

【中体連新人大会】 

野球部・女子バレーボール部 中信大会優勝 

 

 

    

阿禮神社例大祭 

早朝ボランティア 

7月10日（月） 

玄蕃祭り 

早朝ボランティア 

７月３０日（日） 

塩尻東地区 

第５２回ふれあい運動会 

１０月８日（日） 

東地区 

公民館祭り 

１０月１５日（日） 

 

【とっておきの話】                      

技術科の木工の授業で、二人のボランティアの方が技術指導や授業の進め方の 

指導を若い先生に自然に行っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ文化活動支援部 

 

環境整備支援部 

 

読書活動支援部 

 

子どもたちの貢献活動 

 

【成果と課題】 

◯地域への貢献活動に子どもたちが積極的に参加するようになってきた。来年度はもっと多くの子ど

もが参加できるように、地域からの要望を受け入れたい。 

 

▲地域の方にも「やってよかった」と思っていただける活動を増やし、ボランティアの数を増やすた

めにはどうすればよいだろうか。 

 

キャリア教育支援部 
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■地域と学校とで協働して育てたい子どもの姿

＊平成２９年度第１回学校運営協議会のグループ・ワークのまとめ 

〈桔梗小〉 

●心身ともに健やかで明るい子ども

〈自尊感情の育成、健康的に生きる力の育成〉

●笑顔があふれ、心が優しい子ども

〈前向きな生き方・人間関係構築力の育成〉

●憧れを持ち、夢に向かう子ども

〈より高い生き方を求め行動する力の育成〉

〈広丘小〉 

●挨拶等がしっかりでき、人とのつながりを大事にする子ども

〈人間関係構築力の育成〉

●よく学び、体を鍛え、夢に向かい進む子ども

〈学力向上・体力向上・キャリア教育推進〉

●相手の気持ちが分かり、協調して活動ができる子ども

〈愛他心・協調性・チームワーク〉

〈広陵中〉 

●心身ともに健やかでたくましい子ども

〈自尊感情の育成、タフに生き抜く力、社会力・人間力の育成〉

●夢を持ち、夢の実現に向け努力する子ども

〈自ら学ぶ力・学び続ける力の育成、キャリア教育推進〉

●人とのつながりを大切にし、様々な人と協働して活動ができる

子ども〈チームワーク、協調性、協働性、社会力の育成〉

●自ら考え、適切に判断し、行動できる・語れる子ども

〈課題発見力、課題解決力、創造力、コミュニケーション力、

プレゼンテーション力、自主性・自立心、自律心の育成〉 

＊平成２９年度第２回学校運営協議会〈中学校区内合同学校運営協議会〉のグループ・ワークのまとめ 

【広陵中学校区において小中一貫した９年間で育てたい子どもの姿〈３本柱〉】 

■多様な人と協働して活動できる子どもの育成

■様々な課題を解決しながら、自己実現に向けて学び続ける子どもの育成

■ふるさと（地域）の過去と現在を学び、知り、誇りと愛着をもち、地域の未来を拓き・語れ

る子どもの育成

広陵中学校区〈広陵中・桔梗小・広丘小〉 
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★広陵中学校区において小中一貫した９年間で育てたい子どもの姿〈五・七・五〉

～塩尻市コミュニティ・スクール連絡協議会〈第１回〉第１分科会ＧＷ（グループワーク）の作品から～

○ 人々の  暮らしとあった  桔梗ヶ原 

○ 狐になった  げんばのじょう  今に残る赤い鳥居 

○ 日本のビルゲイツ  生まれ育つ  広丘小 

○ アルプスと  青空仰いで  深呼吸 

○ あいさつと  早寝早起き  朝ごはん読書 

○ 自分の手で  きれいにできる  通学路 

○ 外に出よう  新しい街を  見てみよう 

○ カリヨンの  合唱聞きて  ファンになり（広陵中の）

○ 近頃は  子どもすべてに  声かける 

○ カリヨンが  広陵生徒の  背を押して 

○ 鉢伏と  穂高が見守る  広丘の地 

○ 宿場町  礼儀正しく  渡る子ら 

○ ぶどう棚  見上げる先の  高ボッチ 

○ ぶどう作りと  短歌でつなぐ  広丘桔梗 

○ 広陵（大）な  人材生かした  お仕事体験 

○ 歌声が  あふれる学校  元気よく 

○ 地域でも  笑顔とあいさつ  交わします 

○ 歌声の  響きは街の  宝です 
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「生まれ育った街はどんなところ

…？」 

私たちの学区は人が増え、新しい街

が造られ、たくさんの人がそれぞれの

生活をしています。子どもたちが街の

様子に関心を持ち、街が 

子どもたちを温かく包む。 

「この街に生まれてよか 

った」と誇りに思える地 

域作りを目指していきま 

す。 

（石井学校運営協議会会長） 

 

 

 

 

 

１ 第１回学校運営協議会 

・熟議…桔梗小ＣＳグランドデザイン検討 

   ・「育てたい子どもの姿」 

   ・ＰＴＡ組織や活動とのつながり 

２ 第３回学校運営協議会（12月→8月） 

 ・熟議…・各支援部活動見直しと軌道修正 

・「キッズお仕事チャレンジ」 

・学運協メンバーで実行委組織 

・「地の利を生かした取組み」 

「PTAとも協力しながら推進したらどうか」と大きな評価をいただく 

３ 第４回熟議題予定 

 ・H29手応え、H30展望。第2回「キッズお仕事チャレンジ」計画。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

１ キッズお仕事チャレンジ  

学校の可能性を広げ、新たな保護者・地域とのつながりを開拓し、  

みんなで創り上げる過程を楽しむことを願い、「H29CSの起爆剤」  

と位置付けて、取り組みました。 

１０月７日（土）キャリヤ教育支援部やPTAなどでつくる実行  

委員会が主催した初の企画「キッズお仕事チャレンジ」が行われ、  

約２００人が参加して、地域で働く人たちから話を聞き、働くこと 

への興味を深めました。１７講座を開設し、地域の方・保護者・塩 

尻商工会議所青年部の方などが講師を務めました。 

  1 講座 25分、短い時間でしたが講師の皆さんには丁寧な準備を 

 していただき、大変に充実した取組みとなりました。学区は若い地域ですが、魅力的で多様な人

材の溢れる地域であることを再認識しました。次回開催に多くの方の期待が膨らんでいます。 

＜保護者作成のチラシ＞ 

キッズお仕事チャレンジ ～子どもたちに仕事の魅力伝えます～ 

桔梗小学校コミュニティ・スクール 

【学校運営協議会の成果と課題】 

○学校運営協議会委員に地域教育協議会の各支援部長を務

めていただいたり、各支援部長・副部長等の推進役を厚

くしたりすることで、地域教育協議会と学校運営協議会

との連携が厚くなり、支援部の活動も充実した。 

○学区通学路点検やＰＴＡ作業に支援ボランティアが参加

する機会が増え、ＰＴＡ活動との連携が進んだ。協議会

に参加するＰＴＡ役員さんのお力添えが大きい。 

▲職員、保護者、地域の方のＣＳへの理解と参加の促進。

H29ＰＴＡ広報紙での特集２回はありがたかった。 

■地域教育協議会 

■学校運営協議会 
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＊講座の様子抜粋（写真下の吹き出しは「あなたにとってお仕事とは？」の答え） ★保護者 

《参加者の声》 

 

 

２ 子どもたちの地域への貢献活動 

＜花の寄せ植えプレゼント＞     ＜花苗お譲り会＞  ＜なかよし道路落ち葉掃き＞ 

 

  

  

読み聞かせや見守りなど、様々な支援ボラ

ンティアの皆さんに支えられて活動が出来て

いることに感謝申し上げます。

今年は新たに「キッズお仕事チャレンジ」

が開催されましたが、地域の方と 

のふれ合いによって「自らの街の 

ことを知り、自らの街を誇りに思 

う」そんな子どもたちに成長して 

くれればと思います。 

（中沢地域教育協議会会長） 

【地域教育協議会の成果と課題】 

○今年度より各支援部に担当職員を配置したことにより、

支援部と学校との連絡調整がスムーズになった。

○「キッズお仕事チャレンジ」の実施により地域の方に学

ぶ意味深さを実感することができた。

▲学習支援活動の充実と支援ボランティアの拡充。「キッ

ズお仕事チャレンジ」でのボランティアの広がりを様々

な活動へと広げていきたい。

○仕事を知り興味をもってもらえることは、とてもうれしいこと。皆さんプロなのでお話が分かりやすく、仕

事についてのイメージが広がる良い機会だと思いました。また参加したいと思います。（講師）

○普段接することがない方のお話をうかがえて、とても新鮮で学ぶ機会になりました。学年が上がっても親が

参加できたらうれしいです。たくさんの職業や視点をもつきっかけになると思います。（参加保護者）

○整骨院さんのお話で、姿勢がいいと頭の反応がよくなることが勉強になりました。車いすや目かくしをして

いると、お年寄りはとても大変だなと思いました。（参加児童）

○子どもたちの笑顔がとても印象的だった。桔梗小学校CSの新たな方向になる。いろいろな人から声がかか

っている。時間・参加者の拡大を図りたい。運営がとてもよかった。（運営スタッフ、運営委員）

ガラス屋さん 造り酒屋さん 介護士さん★ 

日本の文化を継承する仕事。 やりがいを感じる瞬間です。 かゆいところに手がとどく。 

消防士さん 心理カウンセラーさん★ 

人が本来持っている力を引き出

すこと。 

恩返しです。地域や支えてくれ

た人たちの力になりたい。 人生最大の趣味。 

整骨院さん 
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「めざす子ども像」の語り合い（左） 

「活動計画」の話し合い（右） 

支援ボランティアのみなさんと児童との対面式 

「つづける」 ～ 今まで以上に充実してきている活動 ～ 

歴史と伝統を土台に 新たな つながり を育む 

広丘小学校コミュティ･スクール 

広丘小学校は、明治22年広丘村の成立に伴い広丘尋常小学校として発足して以来、1３0年以上 

の歴史を重ねてきました。学校にも地域にも確かな伝統が受け継がれています。 

つながる「心」～ 奨善会 ～ 
「新校訓」の教え  
楽しさや感謝の気持ち、公事の心 

・児童数700名以上・全27学級
・2つの中学校区（広陵中・丘中）
・4つの地区（原新田･堅石･郷原･野村）

地域の「宝」 ～ 短歌 ～ 
「全校短歌の時間」 
「短歌掲示板」 
全国短歌フォーラム「みてある記」 

学校運営協議会 
地域教育協議会 

各支援部の主体的な活動 

いつも私たちのために読み聞かせをしてくださった

り、登下校の時に私たちの安全を見守ってくださっ

たり、ありがとうございます。私たちは地域のみな

さんに支えられて学習が進められてとてもうれしい

です。これからもよろしくお願いします。 

（奨善会代表あいさつより） 

マラソン見守り

水泳見守り 

お話会（読書旬間） 読み聞かせ（左：朝の活動  右：給食準備中） 
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「つながる」 ～ 新たな試みとして実施された学習支援活動 ～ 

子どもたちは、はじめは話を聞いているだけでした

が、慣れてくると、Mさんに木を組んで「どこに釘

を打てばうまくいくの？」と質問する子がでてきま

した。 

Mさんも木の組み方や形を工夫している子をみつけ

ると「いいねえ。」「なかなか考えてるよ。」と声をか

けてくれました。 

釘が曲がってしまうと「とってください。」と自分か

ら頼んで抜いてもらっている子どもたちも大勢いま

した。 

◯ 人とのかかわりを通して、学ぶよろこびを感じながら活動する姿が多くなりました。

◯ 安全確保が確実になされ、危機管理のリスクを軽減することができています。

◯ 学校職員にとっても、専門的な知識・技術を学ぶ機会となっています。

◯ さまざまな児童の様子や現状を知っていただき、学校への理解が深まっています。

▲ 学校評価アンケートでは、「学校支援ボランティアによる活動が積極的に行われている」に

ついて、「そう思う・ややそう思う」が74％と以前より増加した一方で、「わからない」が

18％となっており、保護者や地域の方への情報発信が必要であると思われます。

成
果
と
課
題 

自転車部 クラブ活動

ものづくり 

くぎうち名人 

書き初め 

裁縫 走り方 ミシン

広丘たんけん 

大なわとび 

とっておきの話 

生活科遠足 
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